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さらに，DEMETER 衛星観測においても宮城県沖地震に先行した JJY 送信局電波の伝搬異常
が検出され，電離層透過率の理論計算によりその伝搬異常が電離層擾乱によるものであることが
確認された．衛星観測を用いた解析結果と電離層透過率の理論計算により，この現象は下部電離
層が下降することによって LF 帯ホイスラー波の減衰が大きくなると考えることで矛盾なく説明
することができた．本研究では地上観測で前兆が見られた地震に対し，衛星観測による解析でも
地震の前兆を検出でき，互いに支持し合う結果となった． 
このように，本研究は対象地震に対し様々な手法で前兆的な現象を検出し，我々が提唱する大
気重力波の電離層への影響を新たに支持している．さらに，地震前における朔望月と伝搬異常の
周期の一致から，地震学における月の引力と地震活動の関係を支持する結果となった． 
 
